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目的 
精神障害に対するスティグマが, 回復を阻害

するという知見が認められている (Corrigan, 
Druss, & Perlick, 2014) 。このスティグマ軽減へ
の取り組みの例として, DSM−Ⅲ (1980) におけ
るアルコール中毒からアルコール依存症へ診断

名の変更, また我が国における精神分裂病から
統合失調症への名称変更などが挙げられる (日
本精神神経学会, 2000) 。一方, これら名称変更
後のイメージの変化についての研究は非常に少

ない。そこで, 本研究では, 統合失調症とアル
コール依存症に着目し, その名称変更前後の認
知度及び疾患に対するイメージについての比較

調査を行った。 
方法 

手続き  大分大学経済学部の学生 81 名 (男
性 49名, 女性 30名, 未記入 2名, 平均年齢 20.24
歳) を対象として , 講義内で質問紙を配布した。
参加者は , “アルコール依存症  (Al) / 統合失調
症 (Sc) / 病気 (統制群 Cn) の A さんは再入院
した”という 3 条件のシナリオ (被験者間要因) 
を読み, 以下の質問紙に回答した。 
質問紙   性別 , 年齢等の個人属性に加え , 各

疾病  (アルコール依存症 , 統合失調症 , アルコ
ール中毒, 精神分裂病) の認知度を 5 件法で求
めた。A さんに対するイメージの評定には, Link
スティグマ尺度日本版 12項目 (下津, 2006) , 特
性形容詞尺度  20 項目(林 , 1978) に加えて , オ
リジナルの帰属評定項目 11項目を用いた。 

結果 
認知度の差異  疾病 (アルコール / 統合失

調症) 及び名称 (旧 / 新) の 2要因分散分析 
(参加者内要因)を行った結果, 疾病の主効果
(F(1, 78)=89.84, η2=.54, p<.01), 名称の主効果 
(F(1, 78)=39.87, η2=.34, p<.01) 及び交互作用 
(F(1, 78)=20.16, η2=.21, p<.01 ) が認められた。
統合失調症よりもアルコール依存症の認知度が

高く, 統合失調症において認められた新旧名称
の認知度の差異はアルコール依存症においては

認められなかった。 

疾患別イメージ比較  それぞれの尺度の探索
的因子分析を行ったところ, Link スティグマ尺
度では, “不信”と“関係性忌避”の 2因子, 特性形
容詞尺度では, “社会的望ましさ”, “個人的望ま
しさ”, “力本性”の 3 因子が抽出された。1 要因
分散分析を用いて , 各因子得点の条件間の差を
検討した結果 , 不信 , 関係性忌避 , 社会的望ま
しさに主効果が認められた。また , 帰属評定項
目においては , 治療意欲 , 意志の弱さ , 性格 , 
治療の自己中断に主効果が認められた。それぞ

れの結果を Table 1 に示す。これらの結果はす
べてアルコール依存症が統制群や統合失調症と

比較してネガティブに捉えられていることを示

した。 
Table 1 各因子得点及び帰属評定項目の条件間の差 

 
F η2 

 
条件間の差 

不信 (スティグマ) 31.58  .45 **  Al (a), Sc (b), Cn (c) 
関係性忌避 (スティグマ) 8.84 .19 ** Al (a), Sc (ab), Cn (b) 
社会的望ましさ (特性) 2.73 .37 ** Al (a), Sc (b), Cn (b) 
治療意欲 (帰属) 4.96 .12 ** Al (a), Sc (b), Cn (b) 
意志の弱さ (帰属) 36.44 .49 ** Al (a), Sc (b), Cn (b) 
性格 (帰属) 23.81 .39 ** Al (a), Sc (b), Cn (b) 
治療の自己中断 (帰属) 7.70 .17 ** Al (a), Sc (b), Cn (b) 

** p <. 01  
考察 

統合失調症については , 新名称が一般に普及
している一方 , アルコール依存症においては ,
新旧の名称が同程度に認知されていた。また , 
アルコール依存症は , 統合失調症や統制群と比
較し , ネガティブなイメージを持たれているこ
とが明らかとなった。これらの結果は , アルコ
ール依存症については名称変更の効果が十分に

得られておらず依然としてスティグマが存在し

ていることを示唆している。 
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